
 

    リコール届 出 一 覧 表  

リコール届出日：平成２２年９月１０日 

 

 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ２６００ リ コ ー ル 開 始 日 平成２２年９月１０日 

届出者の氏名又は名称 株式会社 小松製作所 

代表取締役社長 野路 國夫 

 

 

 

不適合の部位（部品名） アクセルペダル 

 基準不適合状態にあると認

める構造、装置又は性能の

状況及びその原因 

①アクセルペダルに備えられているアクセル開度センサにおいて、取付けボルト

の締付けトルクが不足しているものがあるため、そのままの状態で使用を続け

ると当該センサが脱落し、最悪の場合、アクセルペダルを踏んでもエンジン回

転が上がらなくなるおそれがある。 

②アクセルペダルに備えられているアクセル開度センサにおいて、ハーネスクラ

ンプの締付けトルクが不足しているものがあるため、そのままの状態で使用を

続けると当該クランプが外れ、アクセル開度センサハーネスとアクセルペダル

が干渉するおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 

①全車両、アクセル開度センサ取付けボルトを正規トルクで締付ける。 

②全車両、アクセル開度センサハーネスクランプの取付けボルトを正規トルクで

締付ける。 

不 具 合 件 数 ①、② 0 件 事故の有無 無し 

発 見 の 動 機 ①部品メーカーからの情報による。②キャビン製造メーカーからの情報による。

自動車使用者及び自動車分

解整備事業者に周知させる

ための措置 

・使用者には、直接電話またはダイレクトメール等により連絡する。 

・自動車分解整備事業者には、使用者を把握しているので周知のための措置

は特にとらない。 

・対策完了車には、ステッカ（No.2600）をキャブ内側の後部窓左下に貼り付け

る。 

  

車 名 型 式 通 称 名 
リコール対象車の車台番号（シリアル番号）

の範囲及び製作期間 

リコール対象車

の台数 
備 考 

コマツ EDR-WＡ105 WA200-6 
WA105-70001～WA105-71080 

平成 19 年 4 月 27 日～平成 22 年 6 月 7 日 
133 台 ①133 

コマツ EDR-WＡ103 WA270-6 
WA103-75001～WA103-75933 

平成 19 年 1 月 31 日～平成 22 年 6 月 15 日 
84 台 ①84 

コマツ EDR-WＡ108 WA320-6 
WA108-70001～WA108-70679 

平成 19 年 6 月 29 日～平成 22 年 6 月 14 日 
68 台 ①68 

コマツ ＪＤＳ-WＡ095 WA380-6 
WA095-65084～WA095-66196 

平成 18 年 8 月 10 日～平成 22 年 7 月 12 日 
46 台 

①44 

②2 

コマツ ＪＤＳ-WＡ091 WA430-6 
WA091-65068～WA091-65607 

平成 18 年 10 月 24 日～平成 22 年 6 月 17 日 
21 台 ①21 

 連絡先：自動車交通局技術安全部審査課

      リコール対策室 

   TEL：03-5253-8111 内線 42-353 

   アドレス：http://www.mlit.go.jp 

 問い合わせ先： 品質保証本部 

           03-5561-2686 



コマツ ＪＤＳ-WＡ098

WA470-6 
WA098-85084～WA098-90301 

平成 18 年 11 月 1 日～平成 22 年 6 月 18 日 
7 台 ①7 

WA480-6 
WA098-85067～WA098-90294 

平成 18 年 9 月 22 日～平成 22 年 6 月 17 日 
3 台 ①3 

コマツ ＪＤＳ-WＡ096 WA500-6 
WA096-55163～WA096-55611 

平成 18 年 11 月 15 日～平成 22 年 6 月 17 日 
2 台 ①2 

コマツ JDS-GD024 

GD755-5 
GD024-50003～GD024-50054 

平成 20 年 5 月 15 日～平成 22 年 1 月 14 日 
21 台 ①21 

GH320-5 
GD024-50002～GD024-50047 

平成 20 年 5 月 15 日～平成 22 年 1 月 14 日 
10 台 ①10 

 
（計 8 型式） （計 10 車種） 

（製作期間の全体の範囲） 

平成 18 年 8 月 10 日～平成 22 年 7 月 12 日 
（計 395 台） 

①393 

②2 

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 

 
 


